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新潟県立佐渡総合高等学校
〒952-0202　新潟県佐渡市栗野江377-1
☎0259-66-3158

活動団体 農産加工系列

主な活動時間 授業の一環として 活動人数 44人

最終審査会発表生徒 中川 すず（2年）　吉嶋 莉
り お

央（2年） 担当教諭 山川 敏幸

トキと環境の島を受け継ぐために！ ～ＧＩＡＨＳを守る地域貢献～

　2016年７月には全国棚田サミット佐渡大会の場
で、有識者約800名の前で事例発表の機会をいただき、
学習の成果を発表した。同年11月には第26回全国産
業教育フェア石川大会における世界農業遺産シンポジ
ウム、2017年８月には佐渡市主催のトキ野生復帰シ
ンポジウムで、高校生の代表として事例発表を行った。
2. 校内でのエコ活動の継続
　農産加工系列と本校環境工学系列が、環境エネル
ギーの利用を開始。「シクラメン作りに農業と工業が手
を組んだ！ ソーラーパネルで暑い夏を乗り切ろう！」
と題し、太陽光発電と電子制御による温室内の空調管
理を実施。「総合高校ならではのエコ活動」に取り組ん
でいる。2016年度は試験的な運用であったが、今年
度はシクラメンを地域の緑化に役立てたいと考えてい
る。
3. 生物多様性調査を主とした環境教育への協力
　一般社団法人「佐渡生きもの語り研究所」の活動に協
力し、小中学生に生物の採集方法や見分け方を教え、
環境教育のサポートを行い、活動を盛り上げている。
 4. 耕作放棄地の利用による環境・景観保護活動
　トキと暮らす里山を維持するための課題は、後継者
不足と耕作放棄地の増加であり、トキが餌場として利

【目標・今後の計画】
　2008年、佐渡ではトキの野生復帰を目指す１回目
の放鳥が行われ、2011年には「トキと共生する佐渡
の里山」をテーマに、国連食糧農業機関により世界農
業遺産（GIAHS：ジアス）に認定された。本校農産加
工系列は、佐渡市、地域団体と連携し2013年よりジ
アスの認知度を高め、トキと環境の島を全国に PR す
る活動を実施している。現在の目標は、地域と連携し、
佐渡の環境・景観・食文化を保存することで、ジアス
に認定された「佐渡の農業システム」維持の方向性を模
索し、ジアスの認知度を高めることである。島内の農
家も後継者不足が深刻化しており、佐渡の農業システ
ムの維持が困難となっている。この課題に地域連携を
主体とした発信活動に取り組んでいる。
 

【活動内容】
1. ジアス普及活動
　2013～15年までに、先輩方が佐渡の歴史と農業の
かかわりについてまとめ、DVDを作成。2016年春に、
佐渡島内の小・中・高校に DVD を配布。教材として
活用が開始された。現在も DVD の活用と、高校生に
よる発表活動を続けている。

中川 すず 吉嶋 莉央 山川 敏幸先生

「エコの環」賞
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用できる環境をいかに保存するか、という点である。
本校のある佐渡市畑野地区には「小倉千枚田」があり、
上記の課題解決に向けてオーナー制度を実施。この制
度でジアスを発信する活動ができないか模索した。
　そして小倉千枚田にある耕作放棄地の利用を開始し
た。山林を切り開いて造られた棚田はトキの餌場にも
なるため、荒廃させずに維持することで、トキのすむ
環境を維持することにもつながると考えた。
　参加オーナーへの佐渡の PR と、土地の有効利用を
目的に、アズキと赤ソバの転作を実施。赤ソバはトキ
の「朱鷺色」とかけて朱鷺色棚田の景観を創出する。ア
ズキは収穫後、食育活動への発展を目指している。
5. 伝統食の保存と普及
　佐渡には「おこし型」という伝統食がある。木枠の型
に団子生地を詰め、餡を包んで蒸した団子の一種であ
る。しかし、型を彫る職人が高齢により引退し、型職
人がいなくなってしまった。そこで、伝統食の継承と
地域文化の保存を目指し、環境工学系列が型の彫りを、
農産加工系列が転作アズキからあんこを煮て、おこし
型を継承する取り組みを開始。今後は地域の小学生を
対象に「おこし型体験」の食育活動を行い、地域資源を
活用した伝統食の保存と普及に取り組みたい。

【成果・実績】
・発信活動の拡大
　ジアスに関する発表を続けた結果、活動が認知され、
トキ野生復帰シンポジウムで事例発表を実施した。シ
ンポジウム参加をとおし、佐渡市との連携が一層強化

され、環境省、新潟大学と新たな連携が生まれた。
・環境教育への貢献
　2017年４月から９月までに５回の生物調査に協力。
夏に行われた佐渡市主催の「田からもの未来会議」では
全国から集まった52名の小学生と、佐渡の水田生物
を調査し、生物多様性について考えた。子供たちが生
物多様性について出した意見をまとめ、トキ野生復帰
シンポジウムで発表し、ローカルテレビで放映された。
・地域課題へのアクションと食育活動
　小倉千枚田の利用において、アズキは順調に生育し、
今後収穫してあんこに加工する予定である。地域の老
舗菓子屋「しまや」様より、あんこの製造について教え
ていただけることになり、地域のアズキを使い、地域
の味を守る学習に発展しようとしている。おこし型体
験の本格的な計画は、佐渡市教育委員会と連携して準
備を進めており、早ければ年内に実施予定である。

◎他の学校のレベルの高さに自分たちは大丈夫だろうかと思うところがありましたが、発表をしてみると会場にいる皆さん
が真剣に話を聞いてくださいました。緊張しましたが、自分たちがやってきた活動に達成感を感じることができま
した。　　	 （中川 すず・2年）
◎初めての大舞台でとても緊張しました。私たちの活動発表で1人でも多くの人にエコに対する関心を持ってもらいたい
という気持ちで発表しました。他校の発表の中には、自分では思いつかないような活動があり、もっとエコへの関心を
深めていきたいと思いました。	 （吉嶋 莉央・2年）

●活動にあたり創意工夫したこと
　佐渡はトキという分かりやすいシンボルがあるが、トキだけが誇張され、ほかの取り組みは分かりにくくなってし
まっている。発表においては、トキを守るための地域の取り組みと課題を分かりやすく伝えるよう工夫した。

●活動の際に苦労したこと
　発表活動では、毎回、発表する対象が変わるため、表現や内容、最も伝えたいことを変えながら準備を行った。例

えば地域農家に向けた発表では、専門用語を使いながら、実際の農家の声を取り入れた内容にしたり、小学生向け
には専門用語を抑え、写真や表現を分かりやすくしたりした。特に難しかったのは、全国棚田サミット佐渡大会で
の発表で、島外の聴衆が非常に多く、佐渡の歴史や土地の成り立ちから、世界農業遺産まで話をまとめたことである。
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を広げよう 出場者からの提言


